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パプアニューギニアで検査を行う国家農業検疫検査局（NAQIA）のピウス・クレメント氏  / David Williams

免責事項:
この文書は、市販の簡易迅速検査（Point of Care (PoC) tests ）に関するOIE ASFリファレンスラボラトリーネットワークの現在の知見をまと
めたものである。特定の企業や製造業者の製品についての言及は、これらが特許を取得しているか否かにかかわらず、言及されていない類
似の性質の他の製品よりも優先的にOIEによって承認または推奨されていることを意味するものではない。すべての市販キットはOIEの国
際基準に従って検証される必要がある。OIE登録済のすべての市販キットは、検証され、目的に適合していることがOIEによって認証されてい
る。この文書に含まれる簡易迅速検査はOIE登録されておらず、「OIE陸生動物のための診断及びワクチンマニュアル」にも記載されていな
い。OIE登録されている製品については、OIEのウェブサイトを参照のこと： https://www.oie.int/en/what-we-offer/veterinary-products/#ui-id-5
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OIE アフリカ豚熱(ASF)リファレンスラボラト
リーネットワークによる

野外検査のためのASF診断検査法の概説 

はじめに

ベトナムでのポータブルPCRによる現地テスト / Ken Inui

アアフリカ豚熱(ASF)は、他の熱性出血
性症候群や豚の細菌性敗血症と臨床
的にも死後検査によっても区別がつ
かない。したがって、検査室における検

査がASFの診断には不可欠であり、ASFサーベイラン
ス活動の成功の鍵となる。

「OIE陸生動物のための診断及びワクチンマニュアル
（陸生マニュアル）」の第 3.9.1.章 には、ASF診断のた
めの公認国際規格が記載されている。しかし、状況に
よっては、陸生マニュアルに記載された診断方法を
用いたサンプルの適時提出、処理及び検査が実行で
きない場合がある。

疾病発生現場においてASF検査が実施可能となるこ
とで、発生時の迅速な対応と、流行時の疾病拡大の
抑制が可能となる。

OIEによって目的適合性が確認された診断キット登
録には含まれていないものの、ペンサイドまたは

PoC 検査（簡易迅速検査，point-of-need / point-
of-care testing）とも呼ばれる、野外検査用に市販さ
れている診断キット/装置（プラットフォーム）がいく
つかある。これらの中には、ラテラルフロー装置を用
いて抗原または抗体を検出する基本的な迅速検査
キットが含まれ、使用が簡単で、最小限のトレーニン
グで約20分以内に結果を得ることができる。

迅速抗体検査は一般に、検査室の酵素結合免疫吸
着測定法（ELISA）と同程度の感度と特異度を持ち、
免疫ペルオキシダーゼ単層測定法などの参照検査

ASF 検査　陽性結果

https://www.oie.int/fileadmin/Home/eng/Health_standards/tahm/3.09.01_ASF.pdf
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(reference tests)と比較すると感度が低い。これらの
検査は、感染を生き延びた豚、または抗体陽転する
のに十分な期間生き延びた豚の抗体の検出に使用
することができる。

迅速抗原検査は、一般的にウイルス検出のための分
子生物学的手法よりも感度が低いが、中には同程度
の特異度を持つものもある。抗原検査は、検出でき
るほど高度のウイルス血症を示さない臨床感染の初
期段階の豚ではなく、高度のウイルス血症を示す有
症状かつ終末期症状の豚に使用することが推奨され
る。感染を検出する可能性を高めるために、複数の
病気の豚からサンプルを採取して検査することが推
奨される。

また、現在では、感染した豚のASFウイルスDNAを病
気の初期段階でも非常に高感度に検出できる分子
生物学的検査プラットフォームがいくつか利用可能
となっている。これらの検査法は、汚染された枝肉、
豚肉、環境サンプルを必要な時点（例：食肉処理場、
空港、イノシシ／野生化豚の生息地）で検出するため
に使用することも可能である。しかし、これらのプラッ
トフォームは、迅速な抗体検査や抗原検査よりも技
術的に複雑で、正確な検査を行うためには、より高度
な訓練と能力が必要とされる。また、分子生物学的な
野外検査は、ウイルスDNAの増幅や、多くの場合、抽
出に、高価な装置を必要とする。

どの方法を使用するかの選択は、コスト、使いやす
さ、トレーニングの必要性など、多くの要因に影響さ
れる可能性がある。資源が乏しい環境などでは単純
な迅速検査が適切かもしれないが、コストが大きな
要因ではなく、検査実施者が高いレベルの能力を持
つよう確実に訓練できる環境では、より高度な分子
生物学的検査プラットフォームが選択される検査と
なるかもしれない。国によっては、検査が使用される
特定の環境（例：農場、食肉処理場、食肉市場、入港
地）及び利用可能な資源に応じて、複数の検査を組
み合わせて使用することもあるだろう。

この文書は、市販のPoC検査（簡易迅速検査）に関す
る、技術的詳細、コスト、およびそれぞれの利点と欠
点を含むOIE ASFリファレンスラボラトリーネットワー
クの現在の知見をまとめることを目的としている。掲
載されている検査は、検査またはプラットフォームの
評価を報告する査読付き出版物に基づいて、または
著者の研究室での独立した評価に基づいて選択さ
れた。PoC検査は、ASF疾病管理プログラムにおける
検査室検査の非常に有用な補助手段であるが、それ
に取って代わるものではないことに留意することが
重要である。この文書に記載されたPoCテストを用い
て得られた結果は、陸生マニュアルの 第3.9.1章に 記
載された診断法を用いて検査室で確認される必要が
あるだろう 。

ASF 検査　陰性結果

https://www.oie.int/fileadmin/Home/eng/Health_standards/tahm/3.09.01_ASF.pdf
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OIE アフリカ豚熱(ASF)リファレンスラボラト
リーネットワークによる

野外検査のためのASF診断検査法の概説 

表 1. ASFウイルス検出のための主要な4つの検査プラットフォームの比較

抗原検出 DNA検出
簡易迅速検査 (PoC test) 検査室

検査 迅速検査 (ラテラルフロ
ーデバイス)

アイソサーマル
(LAMP, Pockit, etc.)

モバイル リアルタイム 
PCR

検査室で実施するリアル
タイム PCR

目的 スクリーニング検査 高感度・高特異度での簡易迅速検査 確認検査

試料の種類 全血、血清、血漿* 全血、血清、血漿、組織、
スワブ*

全血、血清、血漿、組織、
スワブ*

全血、血清、血漿、組織、
スワブ、豚肉、環境試料

感度 低～中程度 高 高 高

特異度 高 高 高 高

トレーニング 不要 (低度) 必要 必要 必要

検査時間 15～30分 40分～120分 60分～120分 60～120分＋サンプル
輸送時間

費用 (米ドル) /
検査 2.50 ～ 14.00 4.00 ～ 23.00,

DNA抽出を含む
5.00 ～ 15.00,
DNA抽出を含む

6.00 ～ 15.00,
DNA抽出を含む

検査機器の費用  
(米ドル) なし 1,000 ～ 15,000 7,000 ～ 15,000 30,000+

利点

迅速 (現場での早期
検出) 高い感度と特異度 高い感度と特異度 高い感度と特異度

簡便 (誰でも実施可能) 現場での検出 現場での検出 公式な確認検査

安価 高い処理能力

検証済みの検査手法と
市販キット

欠点
感度は低～中程度だが、
重篤な動物や瀕死の動
物には十分な高感度

比較的高い設備費用 比較的高い設備費用

高い設備費用

専門的な検査室が必要

高度に訓練されたス
タッフ

使用

発生時調査 発生時調査 発生時調査 発生時調査

病気の豚の定期検査 病気や死亡率の定期的
な検査

病気や死亡率の定期的
な検査

病気や死亡率の定期的
な検査

検疫 検疫 検疫
バイオセキュリティーチ
ェック

バイオセキュリティーチ
ェック

バイオセキュリティーチ
ェック
移動管理

サーベイランス

コメント 新製品の評価が必要 多くの製品が出てきている。将来的に主なツールと
なるかもしれない。 ゴールドスタンダード

小規模な診断施設に適する。自動化システムも利
用可能。

* 特定の試料を用いるようになっている検査法や、プラットフォー ム によっては 試 料タイプ によって 限られ た 評 価 結 果しか
な い もの もある
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表 2. ASFウイルス抗原迅速検出のための主要な4つの簡易迅速検査法の比較

検査 Ingenasa Bionote PenCheckTM Shenzhen Lvshiyuan 
Biotechnology Co.

カタログNo. INgezim ASF CROM Ag 
(11.ASFV.K.42)

Anigen ASFV Ag Rapid 
Test (RG1407DD)

Rapid Screening Test for 
ASFV (PC-888)

SLB ASF Antigen 
Detection RDT

ウェブサイト
ingenasa.eurofins- 
technologies.com/
home/

www.bionote.co.kr www.penchecktest.com/ lsybt.com/En

試料の種類 全血 全血、血清、血漿 全血 全血

フォーマット ラテラルフロー ラテラルフロー ディップスティック ラテラルフロー

評価レベル

査読付き公表論文 査読付き公表論文

リファレンス・ラボラトリ
ーでの独立した評価

リファレンス・ラボラトリー
での独立した評価

リファレンス・ラボラトリ
ーでの独立した評価

検査室における独立し
た評価

感度 低～中程度 
(～68%) 低～中程度* 低* 低～中程度 

(～65%)

特異度 高 (98%) 中程度* 中程度～高*。 中程度 (～76%)

トレーニング 低度 低度 低度 低度

検査時間 15分 20分 25～30分 15～20分

費用(米ドル) /
検査

5.80～10.45
(パックサイズにより異
なる)

13.90 2.50 3.50

検査機器の費用 なし なし なし なし

http://ingenasa.eurofins- technologies.com/home/
http://ingenasa.eurofins- technologies.com/home/
http://ingenasa.eurofins- technologies.com/home/
http://www.bionote.co.kr
http://www.penchecktest.com/
http://lsybt.com/En
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OIE アフリカ豚熱(ASF)リファレンスラボラト
リーネットワークによる

野外検査のためのASF診断検査法の概説 

表 2 （続き）. ASFウイルス抗原迅速検出のための主要な4つの簡易迅速検査法の比較

検査 Ingenasa Bionote PenCheckTM Shenzhen Lvshiyuan 
Biotechnology Co.

利点

迅速 (現場での早期
検出)

迅速 (現場での早期検出)
迅速 (現場での早期
検出)

迅速 (現場での早期検出)

簡便 (誰でも実施可能) 簡便 (誰でも実施可能)
最小限のトレーニング 
(ピペットの使用など)

簡便 (誰でも実施可能)

安価 安価 安価 安価

機材費不要 機材費不要
必要な機材は最小限（
試薬分注用のピペット
とチップのみ）

機材費不要

高い特異度 中～高特異度

欠点

感度は低～中程度だ
が、重篤な動物や瀕死
の動物の検査には十分
な高感度

感度は低～中程度だが、
非常に具合の悪い動物や
瀕死の動物を検査するに
は十分な高感度、特異度
は中程度
(→偽陽性)

低感度

感度は低～中程度だが、
非常に具合の悪い動物
や瀕死の動物を検査する
には十分な高感度、特異
度は中程度
(→偽陽性)

コメント

CISA- 
INIA、ACDP、NVLD及び
Pirbrightで評価済;
分析感度
6-7 log10TCID50

（ASFウイルススパイ
ク血）～
7.75 log10TCID50

（実験的に感染させた
豚の血液 (Pirbright)）

実験的に感染させた豚の
血液を用いたACDPでの
評価：PCR*陽性サンプル
の68％が陽性、PCR陰性サ
ンプルの90％が陰性。

実験的に感染させた
豚の血液を用いた
ACDPでの評価：PCR*
陽性サンプルの27％
が陽性、PCR陰性サン
プルの92％が陰性。

査読付き公表論文

参考文献 Sastre ら（2016a） 査読付き論文なし 査読付き論文なし 松本 ら(2020)

*Zsakら(2005)が記述したIn-house ASF PCRをACDPにおける評価で使用
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表 3. ASFウイルス抗体迅速検出のための主要な3つの簡易迅速検査法の比較

検査 Ingenasa (ASFV/CSFV duplex) Ingenasa (ASFV) Global Dx

カタログNo. INGEZIM ASFV-CSFV CROM Ab 
(11.SFV.K41)

INGEZIM PPA CROM  
(11.PPA. K41/25)

GDX70-2 Herdscreen® 
ASF Antibody

ウェブサイト ingenasa.eurofins-technologies. 
com/home

ingenasa.eurofins-
technologies.com/home globaldx.com

試料の種類 全血、血清 全血、血清、血漿 全血、血清、血漿

フォーマット ラテラルフロー ラテラルフロー ラテラルフロー

評価レベル 査読付き公表論文 査読付き公表論文

リファレンス・ラボラトリーでの独立
した評価

リファレンス・ラボラトリーでの
独立した評価

リファレンス・ラボラトリー
での独立した評価

感度 中程度～高（CSFV-92％／ASFV-87
％）。

中程度～高（イノシシにおける
免疫ペルオキシダーゼ単層アッ
セイ[IPMA]に対する感度は82
％、ELISAに対しては99％）。

中程度～高分析感度（IPMA
に対しては86.2％。市販の
ELISAと同等以上の感度)

特異度 高 (98.4%-CSFV/ASFV- 100%)。
高（ELISAに対して99.9%
、IPMA（イノシシ）に対して特異
度96%） 

高い（IPMAに対して100％）

トレーニング 低度 低度 低度

検査時間 15～30分 15～30分 15～30分

費用(米ドル) /検査 16.38 5.43～（パックサイズにより異
なる） 4.80

検査機器の費用 なし なし なし

https://ingenasa.eurofins-technologies.com/home/
https://ingenasa.eurofins-technologies.com/home/
https://ingenasa.eurofins-technologies.com/home/
https://ingenasa.eurofins-technologies.com/home/
http://globaldx.com/
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OIE アフリカ豚熱(ASF)リファレンスラボラト
リーネットワークによる

野外検査のためのASF診断検査法の概説 

表 3 （続き）. ASFウイルス抗体迅速検出のための主要な3つの簡易迅速検査法の比較

検査 Ingenasa  
(ASFV/CSFV duplex)

Ingenasa (ASFV) Global Dx

利点

迅速 (現場での早期検出) 迅速 (現場での早期検出) 迅速 (現場での早期検出)

簡便 (誰でも実施可能) 簡便 (誰でも実施可能) 簡便 (誰でも実施可能)

安価 安価 安価

機材費不要 機材費不要 機材費不要

CSFV- ASFVの鑑別診断

欠点
ASFV抗体検出の診断感度は中
程度。Ag LFDとの併用が推奨
される。

ASFV抗体検出の診断感度は中
程度。Ag LFDとの併用が推奨
される。

さらなる野外検証を必要とする

コメント CISA-INIA及びNRLでASFVに対
する評価・検証を実施

CISA-INIA及びNRLでASFVの評
価・検証を実施
Pirbrightで検査した17のIgM
またはIgG陽性検体のうち、15
検体はLFDで陽性（8検体は弱
陽性）

CISA-INIA及びPirbrightで評価・
検証を実施

参考文献 Sastre ら（2016b） Cappai ら（2017） 査読付き論文なし

フィリピンの裏庭養豚農場で検査用のサンプルを採取する作業員/フィリピン畜産局（Bureau of Animal Industry (BAI)）
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表 4. ASFウイルスDNA迅速検出のための簡易迅速PCRシステムの比較

システム

検査法

iiPCR
iiPCR+DNA 
extraction
(全自動)

LAMP qPCR qPCR qPCR

メーカー GeneReach GeneReach OptiGene Tetracore Indical Genesig

ウェブサイト
www.

genereach.
com

www.
genereach.

com

www.
optigene.

co.uk
tetracore.com www.indical.

com
www.genesig.

com/home

簡易検査器

機器名

POCKIT
Micro Duo 

Nucleic Acid 
Analyzer

POCKIT 
Central

Genie III T-CORE8
Indifield 
portable 

PCR system

Genesig q16 
qPCR

instrument

カタログコ
ード apmd apcc Gen3-01 T-CORE8

IF-
IN6010093

Z-genesig-q16

ウェル数 4 8 8 8 (独立) 9 16

検査時間 45分 45分 30分 60分 30～60分 60分

電源 バッテリー 100-240 V
バッテリ
ー/100-
240 V

バッテリ
ー/100-
240 V

バッテリ
ー/100-
240 V

100-240 V

検出色 2 2 2 up to 6 2 2

PCR チュ
ーブ

試薬キット
に含まれる

試薬キットに
含まれる

標準
200 ul メーカー製品 標準

200 ul メーカー製品

重量 (kg) 0.43 21 1.75 4.5 1.2 2

費用 (米ド
ル) 3,000 30,000 18,000 20,000 9,000 9,000

核酸検査
試薬

メーカー製
 ASF キット

POCKIT 
ASFV

reagent set; 
凍結乾燥品

ASFV pre-mix 
cartridge; 凍

結乾燥品
なし

ASF w/IC (96 
reactions) Wet 

assay

Virotype 
ASFV PCR 

Kit /IndiField 
ASFV PCR;

凍結乾燥品

Z-Path-ASFV

In-house* なし なし あり あり あり なし

市販キッ
ト** なし なし あり あり あり なし

費用 (米ド
ル) /検査 8 15 (DNA 抽出

を含む) 4～23 5～15 5～15 5～15

http://www.genereach.com
http://www.genereach.com
http://www.genereach.com
http://www.genereach.com
http://www.genereach.com
http://www.genereach.com
http://www.optigene.co.uk
http://www.optigene.co.uk
http://www.optigene.co.uk
http://tetracore.com/
http://www.indical.com/
http://www.genesig.com/home
http://www.genesig.com/home
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システム

検査法

iiPCR
iiPCR+DNA 
extraction
(全自動)

LAMP qPCR qPCR qPCR

メーカー GeneReach GeneReach OptiGene Tetracore Indical Genesig

DNA
抽出

機器名

taco Mini  
(8 wells);  

バッテリー式
6000 米ドル

PCRに含ま
れる なし なし なし なし

メーカー製
キット

Pre-loaded 
taco nucleic 

acid 
extraction 
kits (atc-
pd/rna)

PCRに含ま
れる なし

(MagMAX™-96
Total RNA 

Isolation Kit)

M1 sample 
prep 

cartridge kit

Genesig easy 
DNA/RNA

extraction kit

試料の
種類

全血、血清
組織

全血、血清、
組織

血清、
スワブ*** 全血、組織

全血、血清、
血漿

組織、スワブ

様々な試料
タイプ

時間 30分 40分 95℃
2分 30分 2分 60分

費用 (米ド
ル) /検査 5.00 0.00 0.00 5.00～10.00 5.00～10.00 5.00～10.00

性能

感度 高 高 中程度 高 高 高
(LOD<100)

特異度 高 高 高 高 高 高

トレーニ
ングの必
要性

中程度 低 高 高 高 高

評価レベル FAOによる
評価

査読付き公表
論文

査読付き
公表論文

査読付き公表
論文

査読付き公
表論文

FAOによる
評価

参考文献 査読付き
論文なし

Tran ら
（2021年）

Mee ら
(2020) Liu ら（2019）

Daigle ら
(2020)

Elnagar ら
（2021年）

査読付き
論文なし

利点

低コストの
機器

試料を装填
するだけで全

自動

DNA抽出
なし

検査室の 
qPCRと同じ

検査室の 
qPCRと同じ

検査室の 
qPCRと同じ

バッテリー
駆動のDNA

自動抽出

トレーニング
不要

欠点 装置: 高コスト

表 4 （続き）. ASFウイルスDNA迅速検出のための簡易迅速PCRシステムの比較
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* OIEが推奨する検証済みの in-house リアルタイム PCR 検査は King ら (2003) 及び Fernandez-Pinero ら (2013)のもの。

** 現在検証済のPCR市販キット: INgene q PPA, INGENASA. 11.PPA.K.5TX/Q; Tetracore TC-9017-064; Virotype ASFV 
PCR Kit, INDICAL BIOSCIENCE; LSI VetMAXTM Thermo Fisher Scientific; IDEXX RealPCR ASFV Mix, IDEXX; ID Gene® 
African Swine Fever Duplex – IDVet; ADIAVET ASFV REAL TIME 100R, BIO-X DIAGNOSTICS.
市販の LAMP キットは Geneworks社 (https://geneworks.com.au/; KIT-ASFV-96P) から入手可能。

*** LAMP 法の前にDNA 抽出を行えば ，全血や組織などの他のサンプルも検査可能（James ら，2010年）

Thermo Fisher Scientific LSI S.A.S .社 製の VetMAXTM African Swine Fever Virus Detection Kit (Taqman® real time PCR ) は, 
OIE Register of Diagnostic kits, www.oie.int/en/what-we-offer/veterinary-products/diagnostic-kits/the-register-of-diagnostic-kits/ 
に収載されている。

謝辞
この取り組みは、農林水産省を通じた日本の皆様からの資金援助により実現しました。
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